
　

 

太
極
拳
演
舞
 

 

一
五
周
年
記
念
行
事
の
一
日
目
。
そ

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
織
り

な
す
太
極
拳
演
舞
。
 

 
「
柔
」
は
扇
と
し
な
や
か
な
型
で
優
雅

さ
を
、
「
剛
」
は
思
わ
ず
後
ろ
に
た
じ
ろ

い
て
し
ま
う
ほ
ど
の
、
空
気
を
切
り
裂

く
拳
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
剣
の
舞
。
 

 
南
町
で
十
年
以
上
続
く
「
気
功
体

操
・
入
門
太
極
拳
」
は
、
会
場
の
一
体

感
を
演
出
し
ま
し
た
。
 

 
 

 

も
ち
つ
き
 

 

午
後
は
餅
つ
き
。
威
勢
の
良
い

エ
ー
ル
と
と
も
に
突
き
手
と
返
し
手

の
「
あ
・
う
ん
」
の
呼
吸
で
四
臼
つ
き

ま
し
た
。
 

 
開
設
当
初
か
ら
続
く
南
町
の
伝
統

行
事
の
一
つ
で
、
皆
で
し
っ
か
り
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
。
 

 
出
来
た
お
餅
を
丸
め
る
手
さ
ば
き

も
お
手
の
も
の
。
最
後
は
紅
白
餅
を

作
っ
て
祝
賀
ム
ー
ド
に
華
を
添
え
ま

し
た
。
 

１５周年記念行事 プログラム 
 
６／２９（月） 
午前：太極拳演舞  
午後：もちつき大会 
６／３０（火） 
午前：おやつ作り 
午後：講演会・感謝状贈呈・ 
  カフェの日Deluxe 
７／１（水） 
午前：鉄板料理Ｓｐｅｃｉａｌ Edition 
午後：ミュージックセラピー  

  15ｔｈＡｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ Ｃｏｎｃｅｒｔ 

～シンボルデザイン～ 
 

あいハート南町 

15周年記念号 

 

お
や
つ
作
り
＆
 

 
カ
フ
ェ
の
日
デ
ラ
ッ
ク
ス
 

 
二

日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
や
つ

作
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 

 
お
題
は
テ
ィ
ラ
ミ
ス
。
コ
ー
ヒ
ー
と

抹
茶
の
二
種
類
を
ご
用
意
し
講
演
会

終
了
後
、
「
カ
フ
ェ
の
日
デ
ラ
ッ
ク

ス
」
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
を
添
え

て
ご
利
用
者
や
ご
来
場
頂
い
た
皆
様

に
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

 
お
い
し
く
仕
上
が
り
大
成
功
!
 

 

 

 

 

講
演
会
と
感
謝
状
贈
呈
 

 
「
身
体
と
上
手
に
向
き
合
う
に
は
」

と
題
し
た
、
一
五
年
に
し
て
初
の
講

演
会
。
 

 
須
磨
区
役
所
保
健
福
祉
部
か
ら

松
本
医
師
を
お
招
き
し
、
頭
か
ら
足

先
ま
で
身
体
を
ど
う
確
認
し
、
状
態

や
症
状
の
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
を
、
ユ
ー
モ
ア
と
最
新
情
報
を

交
え
な
が
ら
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
 

 
講
演
会
後
は
、
運
動
や
創
作
な
ど
、

長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
え

て
頂
い
て
い
る
方
々
へ
、
感
謝
の
気

持
ち
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
 

 
あいハート須磨厨房 全面協力！  

15周年特別メニュー 
 
６／２９（月） 
ちらし寿司・スズキのグリル万願寺とうがらし添え・ 
炊き合わせ・茶碗蒸し・汁物・フルーツ 
６／３０（火） 
オムライス・ポテトサラダ・具たくさんポトフ 

７／１（水） 

赤飯・塩麹入り鶏肉ホイル焼き・出し巻き・生ハムサ 

ラダマリネ風・ほうれん草柚香和え・汁物・フルーツ 

輝く時をあなたと 
あいハート離宮前 

担当課長 松本 真澄 
  

 「輝く時をあなたと」を合言葉に、利用者様の個性を
大切にして、瞬間でも輝く時を持って頂きたいと、職員
が一つになって仕事をしたことが懐かしく思い出されま
す。 
 「目は見えないけど、明石海峡大橋を渡ってみたい」
ご本人の希望で実現した淡路島へのドライブ。毎日一
緒に近所や公園を散歩した日々。地域の方々との交
流。毎日が職員の学びの場でもありました。 
 15周年は利用者様に感謝をする機会とし、今後あい
ハート南町の益々の発展を期待します。 

編集 川本 善史 

感謝状贈呈の一コマ 

「剣」 演舞 

ティラミス作り 頑張りました！ 

 
 

 
 

 

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
!
 

  
 
一
般
社
団
法
人
 

 
 
神
戸
市
老
人
福
祉
施
設
連
盟
 

 
 
事
務
局
長

 
畑
野
 
守
様
 

  

一
五
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
計
画
段
階
で
は
、
保

育
所
と
セ
ッ
ト
に
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

す
る
等
、
紆
余
曲
折
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お

風
呂
の
設
備
が
な
い
こ

と
で
、
何
回
も
話
し
合

い
ま
し
た
。
 

 
お
風
呂
が
な
い
こ
と

を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
充
実

す
る
。
「
言
う
は
易
し
」

で
す
が
、
現
在
は
見
事

に
ク
リ
ア
さ
れ
、
お
客

様
に
ご
満
足
頂
け
る

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
 

 
あ
い
ハ
ー
ト
南
町
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
栄
え
あ
れ
!
 



 

鉄
板
料
理
 

 
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」

と
銘
打
っ
た
鉄
板
料
理
は
、
一
品

料
理
と
並
ぶ
南
町
の
代
名
詞
。
 

 
三
日
目
、
「
塩
麹
入
り
ホ
イ
ル

焼
き
」
作
り
も
、
ご
利
用
者
自
ら

具
材
を
切
り
、
ホ
イ
ル
で
包
み
ま

す
。
 

 
管
理
栄
養
士
の
熱
い
眼
差
し

よ
り
、
さ
ら
に
ア
ツ
ア
ツ
の
ホ
イ

ル
焼
き
を
提
供
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
 

 
「
お
い
し
い
!
」
は
 

 
何
よ
り
嬉
し
い
一
言
で
す
。
 

 
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
 

 
一
五
周
年
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
 

 
コ
ン
サ
ー
ト
 

 

午
後
の
ひ
と
と
き
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
松
岡
先
生
率
い
る
バ
イ
オ
リ

ン
と
ピ
ア
ノ
、
声
楽
の
三
重
奏
。
 

 
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
交
え
た
演
奏
に
引

き
込
ま
れ
つ
つ
、
職
員
も
加
わ
り
「
思

い
出
の
ア
ル
バ
ム
」「
あ
の
す
ば
ら
し

い
愛
を
も
う
一
度
」
の
メ
ロ
デ
ィ
に

乗
せ
て
、
南
町
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
歌
詞

を
お
届
け
す
る
と
、
ア
ン
コ
ー
ル
が

鳴
り
止
ま
ず
大
盛
況
で
し
た
。
 

 
こ
の
一
五
年
間
、
多
く
の
方
に
支

え
て
頂
い
た
実
感
を
持
ち
ま
し
た
。
 

  

☆
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
お
渡
し
し
た
皆
様
へ 

 
 
 

15
周
年
記
念
行
事
に
お
力
添
え
頂
き 

 
 
 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

  

☆
こ
れ
か
ら
あ
い
ハ
ー
ト
南
町
と 

 
 

ご
縁
が
あ
る
皆
様
へ 

 
 
 

出
逢
い
を
楽
し
み
に
、 

 
 
 

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

あ
い
ハ
ー
ト
南
町 

ス
タ
ッ
フ
一
同 

 

パネル展示100枚強! ぜひお立寄り下さい 

（映像もご覧頂けます） 

15周年に寄せて 
あいハート南町 

部門長 仙波 剛 
 
 平成27年6月30日で、15周年を迎えることにな
りました。ご利用者、ご家族、ボランティアの皆様、
ならびに関係事業所の皆様の支えがあってこそ
15周年を迎えることができました。 
 介護保険制度改革に対応できる環境整備を進
め、更なるサービスの質向上に向けて、スタッフ
一丸となり取り組んでいきます。 
 今後ともよろしくお願いいたします。 
 

①
第
一
号
 

平
成
一
二
年(

二
〇
〇
〇
年)

一
一
月

に
、
記
念
す
べ
き
第
一
号
を
発
行
。
当

時
は
ス
タ
ッ
フ
手
書
き
で
モ
ノ
ク
ロ

で
し
た
 

②
カ
ラ
ー
へ
 

ご
利
用
者
様
が
、
一
枚
ず
つ
丁
寧

に
色
塗
り
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

色
彩
に
個
性
が
あ
ふ
れ
て
ま
す
。
 

③
第
一
〇
〇
号
 

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
）
九

月
に
節
目
の
一
〇
〇
号
を
発
行
。

画
像
が
豊
富
な
紙
面
と
な
り
ま

し
た
。
 

対談：南町一筋15年 と ほぼ15年 
介護士 森井 節子 × 辻 文恵 

 
辻  「今までどれだけのご利用者と出会ったかな」 
森井 「数えたら凄い人数・・・初めはホント少数」 
森井 「だからご利用者同士の仲も良かったよ」 
辻  「南町卒業・・・短い方もいたなぁ」 
辻  「絵や習字が上手な方も。生きがい持ってた」 
森井 「細かい手作業の集中力が皆さんすごい！」 
辻  「ボランティアさんもたくさん来てくれた」 
森井 「歌や音楽が多いかなぁ。行事にもたくさん」 
辻  「お風呂が無い分、プログラムも色々した」 
辻  「運動も増えた(笑)」 
森井 「南町は『花』のイメージもあるのね」 

森井 「花壇に、押し花に、アレンジメント」 
辻  「手作り一杯よね。壁面・誕生日カード・・・」 

辻  「ほんと初めからよね」 
森井 「心を込めてね。時間もかけて。」 

森井 「『写真下さい』って。後で。ご家族さんが。」 
辻  「『こんな表情見せるのですね』って驚いてた」 

辻  「いろんな人と、いろんなことをたくさん話したなぁ」 
森井 「ココ（南町）だから言えることもあるのよ！なんて（笑）」 

 
～最後に一言～ 

森井 「これからも仲良く、楽しさを感じてほしいな」 
辻  「15年はあっという間。おちつく場所でありたいな」 

（Ｈ27.7.20 南町にて） 

④
現
在
 

こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
紙
面
作

り
に
頑
張
り
ま
す
！
。
 


